
議
員
提
出
第
二
十
四
号
議
案

重
光
葵
元
外
務
大
臣
の
国
際
連
合
加
盟
受
諾
演
説
の
学
校
教
育
に
お
け
る
取
扱
い
を
求
め
る

決
議

戦
後
、
我
が
国
は
国
際
社
会
の
平
和
と
発
展
に
貢
献
を
し
て
き
た
。
我
が
国
を
国
際
社
会
に
復
帰
さ
せ
た

の
は
、
昭
和
三
十
一
年
十
二
月
の
国
際
連
合
へ
の
加
盟
で
あ
る
。

大
分
県
出
身
の
重
光
葵
元
外
務
大
臣
が
日
本
の
国
際
連
合
加
盟
が
実
現
し
た
際
の
十
二
月
十
八
日
に
行
っ

た
国
際
連
合
第
十
一
総
会
に
お
け
る
加
盟
受
諾
演
説
は
、
世
界
の
平
和
と
経
済
的
安
定
を
我
が
国
の
責
務
と

自
覚
し
、「
日
本
は
東
西
の
か
け
橋
と
な
る
（
原
文
：J

a
p
a
n
m
a
y
w
e
l
l
b
e
r
e
g
a
r
d
e
d
a
s
a
b
r
i
d
g
e

b
e
t
w
e
e
n
t
h
e
E
a
s
t
a
n
d
t
h
e
W
e
s
t
.

）
」
と
の
日
本
の
決
意
を
表
明
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
英
語
に

よ
る
演
説
は
秀
逸
で
あ
り
、
本
県
の
誇
り
と
言
え
る
。

ま
た
、
重
光
は
、
上
海
で
の
爆
破
事
件
で
片
脚
を
失
い
な
が
ら
も
手
術
後
の
病
床
に
て
、
日
中
停
戦
協
定

調
印
を
果
た
し
、
外
交
官
と
し
て
の
責
務
を
全
う
し
た
。
そ
の
後
療
養
し
た
別
府
温
泉
の
九
大
医
学
部
温
泉

治
療
研
究
所
で
は
、
外
交
舞
台
復
帰
に
向
け
、
義
足
の
苦
痛
に
耐
え
な
が
ら
リ
ハ
ビ
リ
に
励
ん
だ
。
日
本
一

の
お
ん
せ
ん
県
お
お
い
た
の
温
泉
の
効
能
を
証
明
し
た
一
人
で
あ
り
、
国
際
車
い
す
マ
ラ
ソ
ン
開
催
県
で
あ

る
本
県
に
お
い
て
現
在
も
な
お
、
障
が
い
者
の
み
な
ら
ず
、
人
々
に
勇
気
を
与
え
て
く
れ
る
。

本
県
が
輩
出
し
た
前
野
良
沢
、
広
瀬
淡
窓
、
福
沢
諭
吉
、
福
田
平
八
郎
ら
多
数
の
先
達
は
、
我
が
国
の
思

想
、
文
化
、
教
育
等
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
学
校
教
育
を
通
じ
て
児
童
生
徒
に
広
く
知
ら
れ

て
い
る
。

同
様
に
、
「
我
が
国
の
今
日
の
政
治
・
経
済
・
文
化
の
実
質
は
過
去
一
世
紀
に
わ
た
る
欧
米
及
び
ア
ジ
ア

両
文
明
の
融
合
の
産
物
で
あ
っ
て
、
日
本
は
あ
る
意
味
に
お
い
て
東
西
の
架
け
橋
と
な
り
得
る
」
と
い
う
認

識
を
示
し
た
上
で
、
日
本
が
そ
の
大
き
な
責
任
を
十
分
理
解
し
て
国
際
連
合
の
平
和
維
持
の
目
的
に
対
し
誠

実
に
奉
仕
す
る
と
い
う
重
光
の
国
際
連
合
加
盟
受
諾
演
説
は
、
今
日
に
お
い
て
も
そ
の
意
義
が
高
く
評
価
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
演
説
に
つ
い
て
も
学
校
教
育
を
通
じ
て
児
童
生
徒
に
そ
の
意
義
を
伝
え
て
い
く
こ

と
が
望
ま
れ
る
。

よ
っ
て
、
本
県
議
会
は
、
重
光
の
国
際
連
合
加
盟
受
諾
演
説
が
学
校
教
育
に
お
い
て
取
り
扱
わ
れ
る
よ
う

強
く
求
め
る
。

右
、
決
議
す
る
。

平
成
二
十
六
年
九
月
十
八
日

大

分

県

議

会


